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Newsletter ～号外編～ 

英語教室 A to the World 

この春、エー・トゥ・ザ・ワールド第 4 期卒業生がそれぞれ自分の夢を叶えるた

め新たな道を歩み始めました。卒業生から後輩の皆さんへメッセージをいただきま

した。 

 

 
M.Y. 獨協大学外国語学部交流文化学科合格（指定校推薦） 

〇8年間を振り返って（筒井小学校 5年生～筒井中学校 3年間～青森東高校 3年間） 

私は小学校 5年生でこのエー・トゥ・ザ・ワールドに入り、高校 3年生まで昌子先生にお世話に

なりました。入塾した理由は友達からの誘いで、最初は英語の歌や絵本を覚えて家族に披露し、褒

めてもらえるのが嬉しくてレッスンに通っていました。最初から文法や単語をひたすら覚えるので

はなく、実際に話したり、使ったりしたことで英語に苦手意識を持つことなく学び続けられたのだ

と思います。 

中学生になり学校では本格的な英語の授業が始まりましたが、2 年間英語を学んでいたこと、ま

た昌子先生が実際に私が使用していた教科書で対策してくださったことで、英語に苦しむことなく

向き合うことができました。また定期テストが近づくと、予想問題プリントを作ってくださり、そ

のプリントを何度も解きなおすことで毎回高得点をとることができました。このように「テスト」

というものが大きく目の前に立ちはだかるようになると学生たちは英語を学ぶことの「楽しさ」や

「意味」を忘れがちになると思います。私がこれらを忘れずにいられたのは、定期的に英語を話す

機会（発表会、ジェイク先生との授業など）をいただいたからです。これが他の学習塾にはないエ

ー・トゥ・ザ・ワールドの特徴であり、魅力だと考えています。 

高校生になると昌子先生とのマンツーマンの授業となり、自分の将来や悩みについて相談できる

ようになったことは私の進路に大きな影響をもたらしました。今まで漠然としていた「英語を使え

る仕事がしたい」という夢が昌子先生からの「英語はあくまでコミュニケーションツール、英語を

使ってどうしたいかが大事」という言葉でだんだんはっきりとしたものになり、日本と海外をつな

ぐ観光業界への就職を希望するようになりました。獨協大学の指定校推薦には評定平均の他に英語

資格の基準もありましたが、あらかじめ取得していた英検の CSE スコアが満たしており、受験前に

焦ることなく対策できました。また面接での予想外の質問に慌てることなく答えられたのも、幼い

ころからこの教室で多くの人とコミュニケーションをとってきたからだと思います。 

この 8年間一度も辞めようと思うことなく英語を学び続けられたのは、いつも支えあうことがで

きた仲間と、私を理解し見守ってくださった昌子先生のおかげです。特に昌子先生はいつも私が思

いつかないような選択肢を与えてくださり、優柔不断な私にとって道標のような存在でした。 

 

〇後輩の皆さんへ 

 皆さんに伝えたいことは「今のみんなには無限の可能性がある」ということです。可能性をより

広げるために英語を学び、使い、そして武器にするのです。英語に限らず皆さんが今熱中している

こと、努力していることは将来の自分を豊かにしてくれるものです。苦しい時もあると思いますが、

自分の可能性を信じてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.O. 早稲田大学法学部合格（指定校推薦） 

 

〇３年間を振り返って（青森高校 1 年～3 年） 

あっという間の３年間でしたが、本当に濃い時間でした。当初は知っている英単語や持っている知

識が少なかったですが、先生が優しくそして詳しく教えてくれたことで、自分の世界がどんどん広が

ることが楽しくて仕方なかったのを覚えています。ジェイク先生との授業では前回より話す、聞く力

が伸びたと感じられる瞬間がとても嬉しかったです。 

英作文は受験用から CNN10 の感想文、英検用まで本当に徹底して指導してもらいました。文法や

語彙、書き方の癖、決め台詞を学んだ上、トピックに対して自分の意見を持ち、それを英語で書ける

ようになりました。自分の意見を持つこと、人と話すことはとても大事なことだと感じました。 

皆さんの前には本当に色々な選択肢が広がっており、どれを掴み取るかはそれに対する自分の視野や

努力次第です！ 

 

 〇後輩に向けて 

先生のようになりたいと思ったこと、志望校の英語の難しさを知ったことで、週末はかなり英語に

時間を割いていた気がします。教科書や参考書、単語帳は細かいところまで見るととても良いことが

書かれているので、沢山買うよりも今持っているものを使い込むことをお勧めします。私もこの教室

で取り組んでいた長文の教材にコラムがついており毎回楽しみながら進められました。さらに、取り

組んだ文章を何回も音読をし、自分のものにして自信につなげていました。 

小さいうちは話すことを通して英語の楽しさを知ることが大事だと思います。高校生になったら英

単語をどんどん覚えることを本当にお勧めします。毎日の積み重ねが必ず自分の将来の道を切り開い

てくれます。どの教科でも予定と目標を立てて進めることが大切ですね。私もまだまだ毎日色々な方

法を試しながら単語を暗記しています。 

  

英語は毎回「大丈夫」と自信を持って落ち着いて解けました。それは先生のご指導と、温かい支え

のおかげです。英語を通して自分の可能性の広がりを楽しんで下さい！ 

F.K. 東京スクールオブミュージック＆ダンス専門学校 

ダンス＆アクターズ科 バックダンサーコース（AO入試） 

 

〇8 年間を振り返って（筒井小学校 5 年生～筒井中 3 年間～青森南高校外国語科 3 年間） 

私はこの教室に通ったことで英語を学ぶことや、異文化を知ることが好きになりました。正直、勉強

も宿題をすることも好きではありません。でも自分の将来や興味があることについてプレゼンしたり 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N.K. 大阪大学法学部国際公共政策学科合格（一般前期試験） 

 

〇9 年間を振り返って（筒井小学校 4 年生～筒井中学校 3 年間～青森高校 3 年間） 

この教室は僕にとって大切な居場所のようなものでした。始まった頃は、仲のいい友達だけでクラ

スが作られたということもあって、英語を学ぶ場というよりもみんなでワイワイ楽しく英語を喋る、

歌う、そんな場でした笑。そういう雰囲気は高校生になってもなんとなく残っていた気がします。最

初の頃はテストも何もなかったので、レッスンで英語に触れていくうちに自然と言語としての英語を

身につけていきましたが、学年が上がるにつれて、学問としての英語にも意識的に向き合うようにな

りました。勿論若干の抵抗感というか、感覚でやっていたものを理詰めで考えるようにするのは難し

いし大変ですが、真剣に向き合い続けると感覚でやっていたものに理論と根拠を持たせることができ

て、逆に楽になりました。 

 

僕はこの教室の良さは英語を好きでいさせてくれることにあると思います。もちろんテストや入試

で高得点を取ることだけを目指すのなら恐らく文法や和訳などばかりを授業で扱えばいいはずです

が、そこに余裕を持たせて、高校生になっても尚、良い塩梅で言語としての英語を楽しませてくれて

る授業や雰囲気だったからこそ(なんか上からになってます、teacher すみません笑)、こうして大学

に受かっても、英語に触れなくなるのではなく、英語が大好きでいられているのだと思います。 

 

同じクラスの友達やジェイク先生、まさこ先生と話をして、伝えたいことが伝わった時の嬉しい気持

ちが英語を好きにさせてくれました。また、勉強につまずいた時に根気強く教えてもらったことも理

由です。 

 私は英検や学校の定期テストの度にまさこ先生にたくさん支えてもらいました。常に学校の授業を

先取りできるからより身につきました。 

 

〇後輩へのメッセージ 

皆さんには好きで好きでたまらないものはありますか？私は踊ることが大好きです。好きなことや

ものを仕事にするためにある程度の勉強はしておいた方が良いです。そして、英会話のスキルは絶対

武器になります。どんな簡単な単語でも文法でも伝えたいことを伝えらえるのは武器です。最後に姉

が大学受験勉強中に大切にしていたらしい言葉を書いて終わります。私もこの言葉を忘れずに頑張り

ます。長文でしたが最後まで読んでいただき、ありがとうございました。 

『自分の未来に制限はない』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合格実績（50 音順）（2020 年~2023 年）括弧内は合格人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇後輩の皆さんへ 

みなさんはこの教室を通して恐らくたくさんのことを経験していると思います。発表会に向けて練

習をたくさんしたり、定期テストや英検に向けて家でも勉強したりと、辛いこともあると思いますし、

たまに英語が嫌になって投げ出したくなることもあるはずです。そういう時は全力で逃げてやりまし

ょう(笑)。辛い時に現実に向き合うことは簡単に出来ることじゃないし、今はまだそんなに傷つかな

くていいと思うんです。辛い現状から、少しでも立ち直れる環境を、逃げることで作れるのならとこ

とん逃げ切ってやりましょ！僕も英検が嫌で嫌で仕方なくて、単語帳を思いっきり部屋で投げつけた

こともありますし、学校が嫌すぎて軽く不登校になったこともあります。でもその逃げる時に、心だ

けは屈さないことが大切です。他人からは逃げているように見られたり、放棄しているように見られ

ても心の中で、絶対次は見返してやる、と強く決意することは、きっと次の場所で前よりも自分が頑

張れる勇気をくれるはずです。 

 

少々話が逸れてしまいましたが、以上で僕からのメッセージとさせていただきます。 

小学校から同じ教室で英語を始めて高校 3 年生まで共に頑張ってきた R 君をはじめ、関わってき

たすべての友達と、先生として、また母として支えてくれた teacher に最大級の感謝を申し上げます。 

ほんとにほんとにほんと～に、ありがとうございました。 

 

★国公立大学 

大阪大学法学部国際公共政策学科（１） 

京都大学文学部（１） 

弘前大学医学部医学科（２） 

 

★私立大学 

駒澤大学経営学部経営学科（１） 

    経営学部市場戦略学科（１） 

昭和女子大学環境デザイン学部 

環境デザイン学科（１） 

成城大学経済学部経済学科（１） 

    経済学部経営学科（１） 

専修大学経営学部経営学科（１） 

    商学部マーケティング学科（１） 

中央大学法学部法学科（１） 

    法学部政治学科（１） 

    国際経営学科（１） 

日本大学法学部法学科（１） 

法政大学法学部国際政治学科（１） 

    経済学部国際経済学科（１） 

 

 

★私立大学（続き） 

東北学院大学工学部情報基盤工学科（１） 

獨協大学外国語学部交流文化学科（１） 

立教大学法学部法学科（１） 

立命館大学法学部法学科（１） 

早稲田大学法学部（１） 

 

★専門学校 

東京スクールオブミュージック＆ダンス 

専門学校ダンス＆アクターズ科（１） 


